
（別紙様式）学力向上の実践校リスト

真 庭 市 立 草 加 部 小 学 校

キーワード

標 題

①学校の概要（平成２５年５月１日現在）

・児童数 ６１名 ・学級数 ６学級 ・教職員数 １４名

②取組を始めた経緯 ③取組の実施体制

思考力・判断力・表現力の育成

自分の考えを持ち，進んで伝えようとする児童の育成の取り組み

少人数であるために人間関係が固定化する傾向
があったり、人前では緊張してしまい自分本来の
よさを発揮できなかったりする傾向があった。

そこで、児童一人一人が自分の考えを持ち、積
極的に発表し、自分と友達の考え方や表現の仕方
の違いやよさをしっかりと感じ取れるような学び

○校内研修
研究授業公開，講座，課題研修など

○中学校区連携研究推進
研究推進協議会，研究推進委員会

④学力向上に向けた具体的な取組

の違いやよさをしっかりと感じ取れるような学び
合いの場を設定することが，児童の意欲面の向上
だけでなく、基礎的・基本的な知識・技能の習得
や思考力・表現力の育成につながると考え、取り
組みを始めた。

研究推進協議会，研究推進委員会
研究授業公開・参加，全員研修会など

○年度初めに，めざす子ども像の具体と方向性を提示し全教職員の共通認識を図る。
○研究授業公開，授業づくり（｢めあての明確化・考えをもつ・まとめる｣のある授業）を行う。
○｢学習の１０の約束」の指導。重点項目（姿勢・声・ノート）の設定，取り組みのチェック週間を
設定する。
○「学習の手引き｣家庭配布，協力の呼びかけ。取り組み週間の設定。
○補充学習の時間の設定（金曜朝15分，木曜放課後25分／週）をする。
○縦割り班掃除や集会活動を通じて，下学年児童の世話をしたり，みんなで協力したりする活動を行
う。
○歌声，音読集会を行い，全校の前で一人ずつの発表の場を設ける。
○各学年「すすめる本20冊」を設け学年に応じた本を選んで読書をすることを勧めたり、読書週間を
設け親子読書の取り組みを行ったりして読書の量と幅を広げる。
○返事やあいさつ，｢早寝・早起き・朝ご飯｣が自分の生活リズムとして定着するようにＰＴＡとも協
力して取り組みをすすめる。
○中学校区でのおもな取り組み

・各学校の授業公開，授業参観・拠点校授業公開，参観・小中連携授業・共通学習，生活規律・
ノーディスプレイディの共通日取り組み等々



⑤取組の成果と課題

⑥取組の継続・発展の要因

⑦管理職・中核教員等のアクション

○児童が授業に対して基本的に学習の構えができている。また、それを支える保護者・住民の存在。
○管理職と教諭等及び教諭同士のコミュニケーションが良好で考えの浸透や十分な意思疎通ができて
いる。
○中学校区における様々な交流活動と連携が継続的に行われている。

○管理職

○種々の取り組みが全教職員によって，一体的に取り組めており，家庭での取り組みも協力的であ
る。
○全員参加による教材研究・指導案検討を行ったことで，共通理解の下に授業研究をすることができ
た。
○昨年度に教科指導の匠事業を活用したことで実践的・具体的指導を受けることができ，本年度の指
導法改善につなげることができた。
○学習規律がかなり定着してきた。
○発表や板書など基本的なことについて全学年共通での取り組みが進んだ。６年間の積み上げにより
児童の力がついていくことが考えられる。
○校内研修での成果や課題を日常的な授業等に十分取り入れられてない部分も見られる。
○児童が自信を持って発表することができる手立てや学習環境を整える必要がある。
○補充学習については、担任対応になっている部分もあり、取り組みの共有化を図る必要がある。
○教科指導の匠事業がなくなり、小規模校にとっては研修成果の遅延を招く結果となっている。

⑧資料・写真等

－第１回職員会議配付資料より－ －研究授業（６年，H24年度）－

○管理職
・年度初めに「めざす児童像」をより具体的（現状・計画・方策等）に示し、共通理解を進め、方向
性を揃える。
・学力向上に向けた取り組みや運営についての企画・立案の指導・助言を行う。
・教育事務等軽減に向けた支援や指導・助言を行う。
○中核教員等
・学力向上に向けた取り組みについての企画・立案・運営を行う。
・学び合いのある研修・協働的な職場環境の醸成を行う。


